
定期健康診断における成長曲線の活用　実施手順（例）
１　児童生徒等の発育を評価するための新年度準備（前年度3月までに）
　(1)　 パソコンプログラムに基本データ入力（市町村教委、学校職員の理解と協力を得て）

＊氏名、生年月日、性別、学年、組、番号、身長と体重の測定年月日、身長と体重の測定値等

　　　・新入生：基本情報確認

　　　・在校生：クラス替え等の対応と、これまでの測定値等確認

　　　・卒業生：データ引継ぎ（小学校から中学校へ：市町村教育委員会と確認の上）

　　
２　児童生徒等の発育の評価（４月～7月）
(1)  各学校定期健康診断における身長・体重の測定

(2)　今年度の測定結果をパソコンプログラムに入力

(3)　パソコンプログラムによる身長・体重成長曲線と肥満度曲線の自動作成

(4)　パソコンプログラムによる身長・体重成長曲線と肥満度曲線について①～⑩群の自動

判定
　(5)　養護教諭は上記(4)の各情報を確認した上で、成長曲線と肥満度曲線が異常であると

判断した場合は、学校医に報告し、事後措置について相談する。
３　事後措置（４月～翌年３月）
　(1)　養護教諭は、上記２(5)により、学校医に医療機関受診の必要性等について助言を

依頼する。

(2)  学校は、学校医の助言に基づいて、速やかに事後措置を行う。

（必要があれば保護者によく説明し、家庭に小児科かかりつけ医等医療機関受診を勧奨
する。その際、家庭通知に成長曲線を添付する。）
　(3)　学校は受診結果を確認・記録し、保健指導及び保健管理に活かす。
　■この手順は、平成30年1月30 日時点で、県教育委員会が作成した平成30年度以降

の実施手順となります。実施二年目以降の運用を柔軟に考えた参考例です。
　■成長曲線を活用した発育の評価は、小・中学校に在籍している児童生徒全員を対象に

行います。（高等学校及び特別支援学校においては、個別の指導や相談に活用してく

ださい。）

　■実施初年度（平成29年度）以降の状況を踏まえ、市町村教育委員会と相談・確認の上、学校ごと事前に学校医等と健康診断の打ち合わせを行う際に、成長曲線の活用について上記手順（例）等を説明するとともに、学校及び地域の状況に応じて実施してください。
　

　
